
 

 

 

 

 

 

  

特定健診等請求データのエラー事例ついて 

今回は特定健診等請求データ（ＸＭＬ）でエラーとなる事例について説明します 

 

1 事例 「単価情報」について 

  ・健診等請求データ（ＸＭＬ）を作成する際は、各健診項目等の「単価情報」の設定が必要です。 

  ・単価情報は保険者から提供を受けた「契約情報」と突合し、費用額のチェックを行います 

 

  （契約情報のイメージ）             

 単価（円） 

基本的な健診 8,400円 

詳細な健診 貧血検査 200円 

心電図 1,400円 

追加健診 眼底検査 1,200円 

 

 

  （単価情報のイメージ） 

 単価（円） 

基本的な健診 8,400円 

詳細な健診 貧血検査 800円 

心電図 1,400円 

追加健診 眼底検査 1,200円 

 

  ・基本的な健診単価に詳細・追加健診単価を合算する事例もあるため、ご注意ください。 

・また一部保険者では、基本的な健診単価に他健診項目の単価を含んでいる場合もあるようなので、 

 詳細につきましては保険者との契約内容をご確認ください。 

 

2 留意事項 

 ・請求データのエラーとなった場合には、「返戻」となり 

費用の支払いができませんので、ご注意ください。 

 

 

   

 

特定健診だより  
No.42（令和 5 年 10 月号） 

〔連絡先〕 宮崎県国民健康保険団体連合会 保険者支援課 保険者支援係 （本館２階） 

       住所：宮崎市下原町２３１－１  

       ＴＥＬ：（０９８５）２５－５２０８  ＦＡＸ：（０９８５）３１－４３８８ 

適切な請求にご協力

お願いします。 

 

突合 

突合した結果、単価情報が契約情報を上

回っている場合は返戻となります。 

なお、下回っている場合は返戻となりま

せんので、必ず契約内容を確認の上、ご請

求をお願いします。 


